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1. 安全に関する情報 

本測定器をご使用される前に、下記の安全上の注意をお読み下さい。 

誤った使い方をした場合は当製品の本来持ちうる性能が発揮されなくなるばかりでな

く、物的損害を生ずる恐れがあります。 

 

警告事項 

この製品および取扱説明書には、お使いいただく方々への危害あるいは物的損害

を未然に防ぎ、製品を安全にお使いいただくために、守っていただきたい事項を示

しております。その表示の意味は次の通りです。 

記 号 説 明 

 

注  意 

この表示を無視して取扱いを誤った場合、危険な状況が起こり得

て、使用者が中程度の障害や軽傷を受ける恐れが想定される場合

及び物的損害のみ発生が想定される内容を示します。 

使用上の注意  

 本測定器は防爆構造ではありません。爆発性ガス（物質）、蒸気状又

は微粒子状可燃性ガス（物質）の環境下では絶対に使用しないでく

ださい。大変危険です。 

 本測定器は防水構造でありません。水濡れをすると故障する恐れがあります。 

 汚染や静電気から本機を保護するために、直接回路基板には触れないでください。

故障の原因になります。 

 本測定器は動作環境として室内用となっています。また、公害環境レベル２での使

用を条件に設計されています。 

 本測定器は、周囲温度５～４０℃、湿度０～８０％ＲＨで使用してください。 

 本測定器は精密器械です。外部から強い衝撃を与たり、落さないでください。故障

の原因になります。 

 当説明書に記載されていない修理や分解を行った場合、規定の保証を請けかね

ます。このような作業は行なわないで下さい。 

 長時間使用しないときは、電池を取り出して保管ください。 電池の液漏れで、器

械を破損する恐れがあります。 

 もし電池の液が漏れたときは、電池ケース内の液をよくふきとってから電池を交換

してください。液が身体についたときは水でよく洗い流してください。 

 ケースは乾いた布でふいてください。クレンザーなどの研磨剤やキシレンやトルエ

ンなどの溶剤を使用しないでください。故障の原因になります。 

注意 
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2. 概要 

このたびはＬＥＤ照度計（ＴＭ－２０９M）をご購入頂きまして誠にありがとうございます。 

この取扱説明書は当製品に関する取扱いについて説明しています。ご使用前に、安全上の

情報と製品についての知識をよくお読みになり、内容をよく把握されてからご利用ください。 

● この取扱説明書はいつも手元に置いて使用してください。 

● この取扱説明書は大切に保管してください。 

＜特長＞ 

◆ 測定光源はＬＥＤ光及びあらゆる可視光に適用できます。 

◆ 照度の測定単位は、Ｌｘ又は Fc を使用できます。 

◆ データ記録機能を有します。 

◆ 最大値／平均値／最小値のホールド機能を有します。 

◆ ゼロ調整機能を有します。 

◆ 自動レンジ機能を有します。 

◆ 斜入射光に対してコッサイン（Ｃｏｓｉｎｅ）角度補正をしています。 

◆ 分光レスポンスはＣＩＥluminous spectral efficiency に近似しています。 

◆ 測定範囲を越えたときは、LCD 左上コーナーに“OL”表示をします。 

◆ 乾電池が消耗したときは乾電池の消耗マークを表示します。 

◆ 電源自動遮断機能が設定できます。 

◆ 本測定器は次に示しますような幅広い用途にご使用できます。 

    （用途例） 

事務所、工場、家庭、学校、レストラン、図書館、病院、写真館、ビデオ撮影       

所、駐車場、博物館、アートギャラリー、スタジオ、ビルメンテナンス他多数 

３ 照度の単位について 

ある単位面積に受光した光束は一般に照度と呼ばれています。この測定単位は日

本とヨーロッパではルクス(lx)、英国と米国ではフットキャンドル(Ｆｏｏｔｃａｎｄｌｅ)が用

いられています。 

１ルクス(lx)の明るさは、1 平方メートルの面が 1 ルーメンの光束で照らされるとき

の照度です。これはＬＵＸと呼ばれています。１メートル平方で受光した光束は１ル

ーメンの照明と呼ばれています。同様に１フットキャンドル（Fｏｏｔｃａｎｄｌｅ）の明るさ

は、１平方フィートの面が１ルーメンの光束で照らされるときの照度です。この省略

形は１Ｆｃ＝１Ｌｍ／ｆｔとして表現されます。 

*(１Ｆｃ＝１０．７６４Ｌｘ，１Ｌｘ＝０．０９２９０Ｆc) 
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4. 各部の名称 

 

 

１． ＬＣＤディスプレイ 

２． Ｌｘ(ルクス)／Ｆｃ（フットキャンドル）／ＣＤ（カンデラ）切換ボタン 

３． ＭＥＭ／ＲＥＡＤボタン 

４． ＭＡＸ／ＡＶＧ／ＭＩＮ及び上方向セットボタン 

５． 電源ボタン及び自動電源ＯＦＦ設定ボタン 

６． リアルタイム自動ゼロボタン 

７． データホールド及び光源選択（Ｌ．Ｓ．） 

８． 下方向セットボタン 

９． 光検知部 
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５ 測定の準備 （乾電池の交換） 

 乾電池カバーを外し、００６Ｐ乾電池（ＤＣ９Ｖ）を極性に注意して接続し、ホルダーに格

納します。カバーはしっかり固定してください。 

＜ご注意＞ 

乾電池の消耗マーク       が表示されましたら、速やかに新しい乾電池と交換して

ください。 

 

６．ボタン及び機能の説明 

 

 （１）電源ボタン 

   電源の投入（１秒以下）をします。電源投入状態で１秒以上押すとオートパ

ワーオフ機能の解除ができます（6-8 を参照）。 

 （２）データホールドボタン  

 HOLD ボタンを押すと現在のディスプレイ上の測定値が保持されます。 

 

 （３）ゼロボタン  

   センサキャップを光検知部（センサ）にしっかりかぶせた状態で何らかの数

字が LCD に表示されている場合は、このゼロボタンを押して測定値をゼロ

にします。 

※センサキャップをセンサにかぶせていない状態でゼロボタンを押すと

“CAP”の文字が表示されます。キャップをかぶせてください。 

 （４） 最大／平均／最小（MAX/AVG/MIN） 

 ボタンを押していく（１秒以下）と最小値、最大値、平均値が表示されま

す。１秒以上ボタンを押すとこの機能は解除されます。 
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 （５） Ｌｘ／Ｆｃ/CD の単位切り換え  

   照度測定（ＦｘとＦｃ）及び光度測定の単位の切替えを行います。１秒以下で

押すとＬｘ，ＦＣの切り替え、１秒以上押すとカンデラＣＤ（光度）の単位です。 

 （６） ライトソース（光源） Ｌ．Ｓ．ボタン  

光源の選択として１～９種あり、各光源に対して正しい補正パラメータを設定でき

ます。初期値は１．０００です。補正パラメータは０．０００１～１．９９９が設定でき、

Ｌ．Ｓ．ボタンを１秒以上押すとＬＣＤ下段のＬ記号と数字（１桁）が点滅し、 

ボタンか ボタンを押し、光源ファクターＬ＊(１～9)を選択し、更にＬ

Ｓボタンを押す（１秒以下）と表示右側下部の１．０００などの数字が点滅し、

ボタンか ボタンを押すことで補正パラメータを０．９９５などのように

変更できます。測定値表示は３５０．０×０．９９６＝３４８．６に変わります。 

ＬＳボタンを１秒以上押すとこの機能を終了できます。 

（７） Ｌ．Ｓ．（光源）ファクター 

Ｌ０→標準光源 A：１．０００ 

Ｌ１→昼白色ＬＥＤ：０．９９０ 

Ｌ２→レッド色ＬＥＤ：０．５１６ 

Ｌ３→イエロー色ＬＥＤ：０．８１５ 

Ｌ４→グリーン色ＬＥＤ：１．２１６ 

Ｌ５→ブルー色ＬＥＤ：１．４７５ 

Ｌ６→パープル色ＬＥＤ：１．１４８ 

Ｌ７～Ｌ９→標準光源 A：１．０００ 
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（８）オートパワーオフ機能の設定 

本測定器を５分間以上使わないと自動的に電源を切断することができます。

電源投入状態で、電源ボタンを１秒以上押すことで、オートパワーオフ機能

を解除することができます。   マークがＬＣＤの上部左コーナーに表示

されているときは、オートパワーオフ機能が「有効」な状態です。 

 

 

（９） メモリー（ＭＥＭＯＲＹ）機能 

ＭＥＭボタンを１秒以内押すとデータが保存されます。ＬＣＤにはＭ記号と

ＮＯ．０１～ＮＯ．９９の数字が瞬間的に表示されます。ＡＶＧ値を測定して

いる時は、ＬＣＤにはＡＶＧ メモリＮＯ．０１～９９の数字が表示され、現在

のＡＶＧ値が記録されます。 

 

（１０） メモリー読出（ＲＥＡＤ）機能 

ＭＥＭ／ＲＥＡＤボタンを１秒以上押すと保存されているデータが表示されます。 

ＬＣＤにはＲ記号とＮＯ．０１～９９の数字が表示されます。 

ボタンか ボタンを押すことで記録されているすべてのデータ（ＮＯ．

９９まで）を見ることができます。データがＡＶＧの場合は、ＡＶＧと表示されます。

もう一度ＭＥＭ／ＲＥＡＤボタンを１秒以上押すとこの機能を取り消すことができま

す。 

(１１) クリア(Clear)メモリー 

電源が切断状態で、電源ボタンとＭＥＭ／ＲＥＡＤボタンを一緒に押すと、“ＣＬｒ”

が表示され、記録されていたデータが消去されます。 
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７．照度の測定 

○1  電源ボタンを押して電源を入れます。 

○2  センサキャップを外し、光検知部（フォトセンサ）を測定光に対して垂直に向けま

す。 

○3  ＬＸ/FC/CD ボタンを押して単位（LUX）を選択します。 

○4  LCD 上の表示値をホールドしたい場合は、ホールドボタンを押します。 

○5  測定が終了したらセンサキャップを戻し、センサとフィルタを保護します。 
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８．光度の測定 

○1  電源ボタンを押して電源を入れます。 

○2  センサキャップを外し、測定する光に垂直に光検知部を向けます。 

○3  ＬＸ／ＦＣ／ＣＤボタンを１秒以上押し、ＣＤを表示させます。 

○4  ボタンか ボタンを押してｆｔ（フィート）又はｍ（メートル）を選べ

ます。 

○5  ＬＸ／ＦＣ／ＣＤボタンを押し（１秒以下）ます。ＬＣＤ下段に距離が点滅し

ます。 

○6  ボタンか ボタンを押してランプの光源の中心と測定面との距

離を設定します。 

○7  ＬＸ／ＦＣ／ＣＤボタンを押し（１秒以下）押します。 

○8  測定値が表示されます。 

○9  ＬＸ／ＦＣ／ＣＤボタンを１秒間以上押し、この機能を終了させます。 

 

備考 

■ 光度（カンデラ）は次の計算式で求めています。 

  光度（ｃｄ）＝照度（Ｌｘ）×（距離 m）２ 

■ 設定最大距離は０．０１～３０．４７ｍ又は０．０１～９９．９９ｆｔです。 

■一つの光源が使われ、点光源とみなされる場合は、その光源の光度は光

源と測定ポイントとの距離を設定することで計算されます。 
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９．相対分光（感度）（Relative Ｓｐｅｃｔｒａｌ（Ｓｅｎｓｉｔｉｖｉｔｙ）） 

ピーク感度波長は５５０nｍです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．測定上のご注意 

（１） 光源の測定標点の設定はボール面の正確な最上部（角度０度）に合わ

せて設定されます。 

 

 

 

 

（２） 本測定器を使用しないときは、フォトダイオードの消耗を避けるためにキ

ャップをかぶせておいてください。 

（３） 本測定器を長期間使用しないときは、乾電池を取り外しておいてください。

また、高温、多湿の場所に置くことは避けてください。 
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１１．おかしいなと思ったとき（トラブルシューティング） 

 

 

 

 

 

 現象 原因と処理 

１ 表示値が安定しな

い。測定値がおかし

いようだ。 

・測定光が安定していない→測定者の衣類などで反射し

ている 

・光源に対する補正が正しいか調べる。 

２ 電源の消耗が激し

い 

・自動電源遮断機能を使う。 

３ 操作の設定がうまく

できない 

・ボタンの押す時間で設定ができたりできなかったりしま

す。取説記載の秒数に注意して操作してみてください。 
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１２. 製品仕様 

No. 項 目 規  格 

１ センサー シリコンフォトダイオードとフィルタ、本体と分離型 
２ 測定範囲 自動レンジ式 

40、400、4000、40,000、400,000Ｌｘ 

40、400、4,000、40,000 Ｆc 
３ 測定単位 照度：Ｌｘ，Ｆc 光度：ＣＤ（カンデラ） 

４ 精度 ±３％：標準白熱電球２８５６°Ｋ，ＬＥＤ昼白色光波長補正 

±６％：他の可視光源 

５ 角度偏差（ＣＯＳＩＮ

Ｅ特性） 
３０度―――±２％ 

６０度―――±６％ 

８０度―――±２５％ 
６ ディスプレイ LCD、４０００カウント、最大表示３９９９ 
７ サンプリングレート ２．５秒 
８ メモリー機能 あり、最大９９データ 

９ ゼロ調整 あり 

10 データホールド機

能 
最大値、平均値、最小値をホールド表示 

11 オートパワーOFF 約 5 分間及び無効操作機能付 

12 電源 「006P」9V 乾電池×1 個 

乾電池寿命-約２００時間 
13 動作温度／湿度 温度：５～40℃／湿度：80%RH 以下 

14 保存環境  温度：-10～60℃／湿度：70%RH 以下 
15 外形寸法 本体 ； ３８(Ｈ)ｘ55(W)ｘ130(Ｌ)mm 

センサ； 25(H)ｘ55(W)ｘ80(L)mm、伸縮コード約１ｍ 

16 質量 ２５０g（電池を含む） 
17 標準付属品 キャリングケース、006P 乾電池、取扱説明書（保証書） 
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＜参考資料＞照度の推奨レベル 

下表は JIS Z9110：2010 に規定されている維持照度の推奨値です。 

事務所

照度（Ｌｘ） 場所 

７５０ オフィス、設計室 

５００ 会議室、コンピュータ室 

１５０～１００ 廊下、階段、休憩室 

５０ 屋内非常階段 

 

 工場 

 

 

 

 

 

 

 

学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

照度（Ｌｘ） 場所 

２０００～１５００ 極めて微細な組み立て、内部検査、選別などの作業場 

１０００～７５０ 微細な組み立て、内部検査、選別などの作業場 

５００ 一般的な組み立て、内部検査、選別などの作業場 

２００ 荷造り梱包 

５０ 室内非常階段 

照度（Ｌｘ） 場所 

１０００～７５０ 精密な設計、製図、精密な実験、書庫 

３００ 教室 

２００～１００ ロッカールーム、廊下、階段、レストルーム 

１００ 倉庫 
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１３．アフターサービス 

 

 本測定器の修理は下記の送り先にお送りください。 

A-Gas Japan 株式会社 守谷技術センター 修理係 

〒302-0034 茨城県取手市戸頭 4-1-14 

Tel：0297-78-5771 Fax：0297-78-5772 

 

 お願い：修理でお送りの際には、不良現象などをできるだけ詳細にお知らせ願いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

保 証 書 
製品名  ＬＥＤ照度計 

 

型   名 ＴＭ-２０９M 

 

製造番号 

 
 

保  証  期  間 

(お買上げ日より 1 年間)           年     月      日 より 1 年間保証 
 

お客様 

 

お名前 

 
ご住所  〒    -       

 

 

         TEL 
 

販売店・住所・TEL・担当者名・印 

 

  

  

本書の再発行はいたしませんので、紛失しないよう大切に保管してく

ださい。 

                 Ａ-Gas Japan 株式会社 
 〒103-0023 東京都中央区日本橋本町 1-8-16 アポロタワー日本橋 4F 

       ＴＥＬ ０３－６６６５－０９６６ ＦＡＸ ０３－６６６５－０９７７ 
E-mail: support@fusorika.co.jp  URL:  http://www.fusorika.co.jp 
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A-Gas Japan 株式会社（旧社名株式会社 FUSO） 

 
 
 

07-021-1211-3 

保 証 規 定 

以下は、本製品に関する保証規定を記載しております。ご使用前に必ずお読みくださ

い。 

1． 本保証は、本保証規定に基づき、お買上げいただいてから保証期間内に限り無償

交換もしくは 

修理をさせていただきます。 

   無償交換もしくは修理時に保証書が必要となりますので、大切に保管願います。 

2.  取扱説明書、注意ラベルなどの注意に従った通常の使用方法により故障した場合

は、弊社の判断で無償修理もしくは同等品と交換いたします。交換の場合は送付され

た旧製品等はお返しいたしません。 

3.  ただし、次のような場合には、無償での修理・交換はいたしかねます。 

 ①火災・公害・異常電圧および地震・雷・風水害その他天災地変など、外部に原因が

ある故障・損傷 

 ②お買い上げ後の輸送、移動時のお取り扱いが不適当なため生じた故障や損傷 

 ③ご使用上の誤り、または不当な修理や改造による故障や損傷 

 ④消耗部品が損耗し、取り換えを要する場合 

 ⑤取扱説明書や注意ラベルの記載内容に反するお取り扱いによって生じた故障や損

傷 

 ⑥その他、認めがたい行為が発見された場合 

4.  お買い上げ後保証期間を経過したものおよび上記「3」項に該当するものは有償修

理となります。 

また、その場合に弊社が修理不可能と判断した場合は修理をお受けせず、送付され

た製品を返却する場合がございます。 

5. 本製品を使用した結果の他の影響については一切の責任を負いかねますので、予

めご了承ください。  
6.  本書は日本国内においてのみ有効です。 

 

〒103-0023 東京都中央区日本橋本町 1-8-16 アポロタワー日本橋 4F 

            ＴＥＬ ０３－６６６５－０９６６ ＦＡＸ ０３－６６６５－０９７７ 

E-mail:support@fusorika.co.jp  URL:  http://www.fusorika.co.jp 


